人の子
啓示へと発展した称号
イエスがご自身について用いた最もよく知られた称号の一つは、「人の子」でした。福音書には八十回以上登場しますが、イエスはなぜそれを選ばれたのかをほとんど説明されませんでした。その意味を理解するためには、旧約聖書を通してその発展をたどらなければなりません。人間を指す普通の表現として始まったものが、次第に聖書における最も偉大な啓示の一つとなり、イエス・キリストにおいて成就に至ります。
初め：一人の人間
「人の子」という表現は、エゼキエルに始まったものではありません。ヘブライ語では、単に「人間」または「死すべき者」を意味します。詩篇は、人類が神の前でいかに小さい存在であるかを強調するために、この表現を用いています。
ダビデは尋ねました。「あなたが彼らを思いやられるとは、人間とは何者なのでしょう。あなたが彼らを顧みられるとは、人の子とは何者なのでしょう。」(詩篇 8:4)
この句は、人類が脆く、一時的な存在であり、完全に創造主に依存していることを思い起こさせます。これは名誉ある称号ではなく、私たちの限界を思い起こさせるものです。
エゼキエル：謙遜なしもべ
この表現はエゼキエル書で新たな意義を持つようになります。神は預言者に「人の子」とほぼ九十三回呼びかけており、これは旧約聖書の他のすべての箇所を合わせた回数よりも多いものです。
これは驚くべきことです。なぜなら、エゼキエルは聖書の中でも最も息をのむような幻のいくつかを受けたからです。彼は神の栄光に満ちた御座、生き物たち、輪の中にある輪、そして神の臨在の輝きを見ます。それでも、神が彼に語りかけるたびに、彼を「人の子」と呼ばれます。
メッセージは明確です。どれほど並外れた幻であっても、エゼキエルはあくまで人間の使者にすぎません。神は被造物の上に王座を据えておられ、エゼキエルは神の御前に謙遜に従順に立っています。繰り返される称号は、預言者を地に足のついた状態に保ち、彼と読者の双方に、力は神のものであって、その僕のものではないことを思い起こさせます。
ダニエル：来たるべき王
次の大きな展開はダニエル書に現れます。
ダニエルは「天の雲とともに人の子のような者が来る」のを見る（ダニエル書 7:13）。エゼキエルとは異なり、この人の子は永遠の昔からおられる方に近づき、永遠の権威を受け、永遠の王国を治める。すべての国々はこの方を礼拝し、仕える。
ここでこの表現は、通常の人間性を超えるものを指しています。人の子は疑いなく人間ですが、同時に神の権威を持ち、神ご自身から永遠の支配権を受けます。
この称号は、人類全般を表すものから、神が約束された王を特定するものへと発展しました。
イエス：完全な成就
イエスはこの二つの流れを一つにされました。ご自身を「人の子」と呼ばれたとき、完全な人間性を肯定されたのです。イエスは私たちの一人となられ、私たちの弱さ、誘惑、苦しみ、そして最終的には死を分かち合われました。
同時に、彼はダニエルの天の王であると主張しました。これは、ユダの手紙ヤ人議会での裁判の際に、彼が「人の子が力ある方の右に座り、天の雲に乗って来るのを、あなたがたは見ることになる」と宣言したとき、疑いの余地なく明らかになりました（マタイの福音書 26:64）。宗教指導者たちは直ちに、イエスがご自身をダニエルの幻と同一視していることを理解し、その主張を冒瀆とみなしました。
エゼキエルに繰り返し語られた謙遜な称号は、その栄光ある成就に至っていた。
なぜこれが重要なのか
「人の子」という称号の物語は、神がしばしばご自身の最も偉大な真理を徐々に明らかにされることを私たちに思い起こさせます。人類についての単純な描写として始まったものが、エゼキエル書では謙遜な奉仕を思い起こさせるものとなり、ダニエル書では来たるべき王についての預言となり、ついにはイエス・キリストご自身が用いられた呼称となります。
この題名は、キリストの神秘を美しく捉えています。キリストは完全に人間であり、神の御前で私たちを代表することができ、また神の永遠の王として永遠に治めるのに完全にふさわしい方です。イエスがご自身を「人の子」と呼ばれるたびに、イエスは、ご自身が私たちの間に立つしもべであり、いつの日かすべてを治める主権者でもあることを静かに明らかにしておられました。
